
新型コロナウイルス感染症

緊急事態宣言発令中



感染爆発中

第5波(8/29現在）

８月感染者 1,139人

5月感染者 681人
4月感染者 562人
第4波（4/5～6/13）

入院 38人
療養ホテル入所 182人
在宅療養等 192人

8/29現在



感染の中心は若年層へ

第５波感染者の傾向

■20代が3割。10代以下
と合わせて5割以上

■60代以上の割合は減少
（20％※⇒8％）※第4波時

■感染経路では、家庭内が
最も多い

■県内、特に福岡都市圏で
の感染が一定割合で発生



在宅療養者の安心のために①

在宅療養者の健康・生活の保持

健康観察
（市の保健師等が電話で毎日健康状態を確認）

・療養パンフレット
・パルスオキシメータ（小児用も準備）
・体温計

久留米市保健所

配送

配食

在宅療養者

委託業者



在宅療養者の安心のために②

在宅療養者の医療支援体制

通院・訪問の両面から在宅療養をフォロー

陽性者外来協力医療機関
22箇所

（内5箇所CT診断可能）
医師・看護師を派遣

（移動ができない施設入所者・在宅療養者）

外来受診
（移動ができる在宅療養者）

在宅往診
（13医療機関）

利用実績54名

利用実績11名



妊婦の安心のために①
医療機関の連携によりコロナ禍の出産医療をサポート

久留米市保健所

基幹的病院

妊婦

情報把握・コーディネート

陽性者の出産入院

妊婦が濃厚接触者等の場合は、
かかりつけ産婦人科と基幹的病院が
連携して、対応を調整。

かかりつけ
産婦人科



妊婦の安心のために②

妊婦の優先接種を行います。
■受付 8月31日から9月5日まで
■対象 久留米市に住民登録されている妊婦
■方法 ふくおか電子申請サービスから申請

・母子健康手帳交付番号、接種券番号が必要です。

■定員 先着５００人
■接種 1回目 9月8日～10日、9月15日～17日

2回目 9月29日～10月1日、10月6日～8日

新型コロナワクチン接種

会場 1回目 久留米アリーナ
2回目 聖マリア病院



妊婦の安心のために③

■対象者 次の①～③を全て満たす方
①令和3年4月1日～令和4年3月31日に出産または出産予定
②親子（母子）健康手帳が交付されている
③10月1日時点で市に住民登録がある

■給付額 子ども１人当たり５万円
■ｽｹｼﾞｭｰﾙ 申請案内、受付開始：11月上旬予定

給付開始：1月上旬以降

妊娠出産応援給付金

コロナ禍の妊娠・出産を経済的にサポート



子どもの感染を拡げないために

■児童生徒の不安を和らげ、円滑に２学期の登校ができるように、
８月２５日から３１日まで短縮授業を実施

■子どもの感染が増加していることから保護者に向けて学校と家庭で
連携したさらなる感染対策の徹底を周知

■クラブ活動や習い事での感染も見られることから、学習塾やスポー
ツ・文化団体等に感染防止の協力を依頼

市立小中学校で短縮授業を実施

保護者・社会活動団体等へ感染防止に向けて協力依頼



子どもの学びを止めないために
■短縮授業期間（８月２５日～３１日）→延長（９月１０日まで）

市立小中学校でオンライン授業等を実施

■短縮授業又は長期の学級閉鎖・学年閉鎖、臨時休校の場合

Chromebookの持ち帰り・オンライン授業等のリハーサル

Chromebookを使い、MeetやClassroomでオンライン授業等の準備を
行っています

■通常授業の中で



ワクチン接種 順調に推進

全人口約305,000人

8月25日現在

接種対象者に対する接種率
１回目 ６４．６％
２回目 ５４．３％

全国
46.12%
36.69%



※１回の供給は減りますが、継続的に供給される予定です。接種が受けられな
くなるということではありません。

ワクチン接種 早目の予約を
国の方針によりワクチン供給量の減少が見込まれます。

※8月27日から9月27日以降の予約が可能となっています。

接種を急がれる方は、早目のご予約を。

供給量に伴い9月27日以降、接種体制を縮小します。

区分 体制

集団接種
10協力医療機関 継続（ワクチン供給量に応じて実施）

公共施設 6施設から1施設に縮小予定
（くるみホールのみ、供給量に応じて実施予定）

個別接種 かかりつけ医 実施しない



市民の皆さまへのお願い

感染流行地域との往来は慎重に判断ください。

体調が悪いときは、無理をせずに学校・仕事は休みましょう。

引き続き基本的な感染対策の徹底を。

緊急事態宣言発令中



若い世代の皆さまへ

ワクチン接種率が高い年代ほど、感染者数は減少しています。
※感染者数は7月以降の市民の感染者。ワクチン接種率は2回完了者



若い世代の皆さまへ

わたしのため あなたのため 社会のため

30代以下の若年層でも重症化する事例もあります。

安心して、仕事やプライベートを過ごすためにも、若い世代の皆
さまもワクチン接種をお願いします。

※個別の事情で接種できない人もいます。接種を強制するものではありません。

ぜひ、ワクチン接種を。


